
1 
1－1 自然公園等の管理・保護

県内の優れた風景地を保護するとともに、その

利用の増進を図るため、「自然公園法」及び「県

立自然公園条例」に基づき自然公園が指定されて

います。

平成16（2004）年３月現在、県内には国立公

園２ヶ所、国定公園２ヶ所、県立自然公園５ヶ所

があり、その面積は204,677haで県土の約35.5％

を占めています。

自然公園は、それぞれの自然公園ごとに策定さ

れる公園計画(保護計画及び利用計画)に基づいて

管理・整備されています。このうち保護計画では、

保護の必要性によって特別保護地区、特別地域

(第1種、第２種、第３種)、普通地域、海中公園

地区に指定し、風致景観に支障を及ぼす一定の開

発行為の規制を行っています。

また、自然公園指導員、三重県自然環境保全指

導員などにより、公園区域の巡視や公園利用者に

対する啓発・指導などを行っています。

平成15（2003）年度には、「自然公園法」「三

重県立自然公園条例」「三重県自然環境保全条例」

に基づき、国定公園をはじめ、三重県立自然公園、

三重県自然環境保全地域内で行われる行為に対し

て140件の許可や届出の受理を行いました。

1－2 自然公園等利用施設の整備
自然公園などの適切な利用の促進と安全の確保

を図るため、利用計画に基づき、博物展示施設、

野営場、広場、休憩所、駐車場、歩道などの施設

整備を行っています。

これら施設は、設置市町村等に維持管理を委託

するとともに、市町村、自然公園指導員、三重県

自然環境保全指導員らと協力して点検を行ってい

ます。また、老朽化した施設や破損したものにつ

いては必要に応じて補修、改善を行っています。

平成15（2003）年度には、音無山園地（伊勢

志摩国立公園)、七色峡園地（吉野熊野国立公園）

などを整備しました。

1－3 自然公園区域等の見直し
自然公園の適正な保護と利用を図るため、各国

立公園、国定公園及び水郷県立自然公園について
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は、公園計画が策定されています。しかし、他の

４県立自然公園(奥伊勢宮川峡、香肌峡、赤目一

志峡、伊勢の海)は公園計画が策定されていない

ため、今後、順次公園計画を策定することとして

います。

平成15（2003）年度は、奥伊勢宮川峡県立自

然公園を対象に、特別地域の指定など公園計画の

策定に向けた検討を行いました。

1－4 三重県民の森及び三重県上野森林公園の活用
自然とのふれあいの場を提供するために、県民

が自ら体験することができる多様で豊かな森林を

創造し、広く県民が身近に憩い、学び、楽しむこ

とのできる三重県民の森と三重県上野森林公園を

設置しています。

「三重県民の森」（菰野町）は、昭和55（1980）

年に開催された全国植樹祭を機に設置され、平成

15（2003）年度には、９万人余りの来園者があ

りました。

「三重県上野森林公園」は、上野新都市の整備

と併せて平成10（1998）年度に完成しました。

平成11（1999）年度から開園し、平成15（2003）

年度には４万人余りの来園者がありました。

2 
2－1 森林の整備・活用
) 健康増進施設と連携を図った森林整備

環境問題への関心の高まりや、国民のライフス

タイルの変化により、生物の多様性の保全、野外

活動や森林教育等の場の提供、大気浄化等、森林

が有する身近な生活環境を保全する機能に対して

期待が高まっています。

人々が森林・林業に親しみ、快適で安全に自然

の恵みを受けることができるよう、森林の整備を

進めました。

* 林業地域の生活環境の改善

林業生産性の向上と林業従事者の定住の促進及

び山村地域の活性化のため、林道等の林業生産基

盤の整備と豊かな森林資源を活用した都市と山村

との交流促進を図り、山村地域の生活環境基盤の

向上を総合的に行っています。

平成15（2003）年度には、市町村等による防

火水槽等の生活基盤の整備のほか、林道等の林業

生産基盤の整備を行いました。

森林の整備・活用
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